
(57)【要約】

【課題】燃料キャスクの保管に際して、より充分な密封

確保が図れるとともに、蓋部におけるシール部からの漏

えい監視を素早く検知することが可能な燃料キャスク保

管装置および同保管方法を提供する。

【解決手段】周壁部および底壁部が一体に構成され、上

端部が開口する縦型円筒状のキャスク本体２と、このキ

ャスク本体の上端開口部内に装着された一次蓋６ａおよ

び二次蓋６ｂからなる二重蓋とを有し、内部収納物およ

び充填気体の密封を保証する燃料キャスク１と、この燃

料キャスクを倒立させた状態で下方から垂直に固定支持

する貯蔵架台１４とを備え、貯蔵架台は、保管場所の床

上に固定配置される基台１６と、この基台上に設けられ

、下向きとなったキャスク本体２の下端部外周面を嵌合

保持する保持枠１７とを有し、燃料キャスクの貯蔵架台

への保管状態において、基台の上面側と、保持枠の内周

面側と、燃料キャスクの二次蓋下面側とに面する気密空

間２０が形成される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
周 壁 部 お よ び 底 壁 部 が 一 体 に 構 成 さ れ 、 上 端 部 が 開 口 す る 縦 型 円 筒 状 の キ ャ ス ク 本 体 と 、
こ の キ ャ ス ク 本 体 の 上 端 開 口 部 内 に 装 着 さ れ た 一 次 蓋 お よ び 二 次 蓋 か ら な る 二 重 蓋 と を 有
し 、 内 部 収 納 物 お よ び 充 填 気 体 の 密 封 を 保 証 す る 燃 料 キ ャ ス ク と 、 こ の 燃 料 キ ャ ス ク を 倒
立 さ せ た 状 態 で 下 方 か ら 垂 直 に 固 定 支 持 す る 貯 蔵 架 台 と を 備 え 、 前 記 貯 蔵 架 台 は 、 保 管 場
所 の 床 上 に 固 定 配 置 さ れ る 基 台 と 、 こ の 基 台 上 に 設 け ら れ 、 下 向 き と な っ た 前 記 キ ャ ス ク
本 体 の 下 端 部 外 周 面 を 嵌 合 保 持 す る 保 持 枠 と を 有 し 、 前 記 燃 料 キ ャ ス ク の 前 記 貯 蔵 架 台 へ
の 保 管 状 態 に お い て 、 前 記 基 台 の 上 面 側 と 、 前 記 保 持 枠 の 内 周 面 側 と 、 前 記 燃 料 キ ャ ス ク
の 二 次 蓋 下 面 側 と に 面 す る 気 密 空 間 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 キ ャ ス ク 本 体 の 開 口 部 側 に お け る 周 壁 の 外 周 面 も し く は 外 端 面 と 、 前 記 保 持 枠 の 内 周
面 側 と に 、 前 記 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 時 に 互 い に 接 す る シ ー ル 溶 接 用 突 起 を そ れ ぞ れ 設 け 、 こ
れ ら シ ー ル 溶 接 用 突 起 同 士 の 溶 接 部 に よ り 、 前 記 気 密 空 間 の 上 隅 部 を 気 密 シ ー ル し た 請 求
項 １ 記 載 の 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 気 密 空 間 内 の 圧 力 を 、 前 記 燃 料 キ ャ ス ク 内 の 充 填 ガ ス 圧 力 よ り も 低 圧 と し た 請 求 項 １
記 載 の 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 保 持 枠 を 貫 通 し て 前 記 気 密 空 間 の 内 外 を 連 通 す る サ ン プ リ ン グ 配 管 を 備 え 、 こ の サ ン
プ リ ン グ 配 管 に 、 前 記 気 密 空 間 内 の 圧 力 、 温 度 、 気 体 の 種 類 、 お よ び 放 射 性 物 質 の １ 以 上
を 検 出 す る サ ン プ リ ン グ 装 置 を 接 続 し た 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 サ ン プ リ ン グ 装 置 は 、 検 出 デ ー タ の 定 期 的 な 取 込 み 機 能 、 ま た は 異 常 検 出 時 に 警 報 を
出 力 す る 機 能 を 備 え た 請 求 項 ４ 記 載 の 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
周 壁 部 お よ び 底 壁 部 が 一 体 に 構 成 さ れ 、 上 端 部 が 開 口 す る 縦 型 円 筒 状 の キ ャ ス ク 本 体 と 、
こ の キ ャ ス ク 本 体 の 上 端 開 口 部 内 に 装 着 さ れ た 一 次 蓋 お よ び 二 次 蓋 か ら な る 二 重 蓋 と を 有
し 、 内 部 収 納 物 お よ び 充 填 気 体 の 密 封 を 保 証 す る 燃 料 キ ャ ス ク を 、 保 管 場 所 の 床 上 に 固 定
配 置 さ れ る 基 台 に 倒 立 状 態 で 固 定 保 持 す る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 方 法 で あ っ て 、 前 記 燃 料 キ ャ
ス ク の 下 向 き と な っ た 前 記 二 次 蓋 の 下 面 側 を 囲 む 配 置 で 気 密 空 間 を 形 成 し 、 こ の 気 密 空 間
内 の 圧 力 、 温 度 、 気 体 の 種 類 、 お よ び 放 射 性 物 質 の １ 以 上 を 検 出 し つ つ 、 前 記 燃 料 キ ャ ス
ク を 保 管 す る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 核 施 設 に お い て 使 用 さ れ た 使 用 済 燃 料 を 収 容 し て 専 用 の 場 所 ま で 搬 送 し 、 長
期 間 の 貯 蔵 に 供 す る 使 用 済 燃 料 輸 送 貯 蔵 容 器 （ 本 発 明 に お い て 、 「 燃 料 キ ャ ス ク 」 と い う
。 ） を 保 管 す る た め の 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 お よ び 同 保 管 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 燃 料 キ ャ ス ク は 、 使 用 済 燃 料 を 数 十 年 以 上 の 長 期 間 に 亘 っ て ノ ー メ ン テ ナ ン ス で 気 密 に
保 管 す る た め の 容 器 で あ り 、 Ｈ ｅ ガ ス を 充 填 し た 乾 式 キ ャ ス ク と し て 構 成 さ れ 、 内 部 収 納
物 お よ び 充 填 気 体 の 密 封 を 保 証 す る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ７ は 、 こ の よ う な 従 来 の 燃 料 キ ャ ス ク の 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す よ う
に 、 燃 料 キ ャ ス ク １ は 、 縦 型 円 筒 状 の キ ャ ス ク 本 体 ２ の 外 周 側 に 中 性 子 遮 蔽 体 ３ を 設 け 、
キ ャ ス ク 本 体 ２ の 上 端 の 開 口 部 ４ を 介 し て 所 定 本 数 の 使 用 済 燃 料 ５ を 収 容 す る 構 成 と な っ
て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 キ ャ ス ク 本 体 ２ の 開 口 部 ４ は 、 段 差 を も っ て 小 径 な 第 １ 段 開 口 部 ４ ａ お よ び 大 径 な 第 ２
段 開 口 部 ４ ｂ と し て 形 成 さ れ 、 各 開 口 部 ４ ａ ， ４ ｂ に そ れ ぞ れ 蓋 ６ （ 小 径 な 一 次 蓋 ６ ａ お
よ び 大 径 な 二 次 蓋 ６ ｂ ） に よ っ て 二 重 に 密 封 シ ー ル さ れ る 。 一 次 蓋 ６ ａ お よ び 二 次 蓋 ６ ｂ
は 、 そ れ ぞ れ キ ャ ス ク 本 体 ２ に 締 結 具 １ ０ に よ っ て 締 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 各 々 の 蓋 ６ ａ ， ６ ｂ に は 、 蓋 用 金 属 シ ー ル ７ ａ ， ７ ｂ が 取 付 け ら れ て お り 、 こ の 蓋 用 金
属 シ ー ル ７ ａ ， ７ ｂ に よ り 、 密 封 確 保 （ 二 重 シ ー ル ） が 行 わ れ 、 充 分 な 安 全 管 理 が な さ れ
て い る 。 ま た 、 一 次 蓋 ６ ａ と 二 次 蓋 ６ ｂ と の 間 に は 、 密 閉 さ れ た 蓋 間 空 間 ８ が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 保 管 時 に お い て は 、 密 封 境 界 の 健 全 性 確 認 お よ び シ ー ル 部 か ら の 漏 え い 監 視 を
目 的 と し て 、 燃 料 キ ャ ス ク １ ご と に 、 二 次 蓋 ６ ｂ に 貫 通 孔 を 穿 設 し て 圧 力 変 動 検 出 装 置 を
そ れ ぞ れ 取 付 け 、 蓋 間 空 間 ８ の 圧 力 を 監 視 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ の 両 端 部 近 傍 の 外 周 面 部 に は 、 例 え ば 周 方 向 に 一 定 の 間 隔 を あ
け て ４ 個 ず つ の ト ラ ニ オ ン ９ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 運 搬 時 お よ び 保 管 時 の 支 持 が 、 こ れ ら
の ト ラ ニ オ ン ９ を 介 し て 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 来 で は 、 こ の よ う な 燃 料 キ ャ ス ク １ の 保 管 に つ い て 、 横 置 き で 保 管 す る 技 術 （ 特 許 文
献 １ 参 照 ） 、 ま た は 縦 置 き で 保 管 す る 技 術 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 等 が 知 ら れ て い る 。 縦 置 き
で 保 管 す る 場 合 に は 、 蓋 側 を 上 に し て 直 立 さ せ る 方 式 が 考 え ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ２ ７ ２ ８ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ５ ４ ９ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 燃 料 キ ャ ス ク の 保 管 に 際 し て は 、 よ り 充 分 な 密 封 確 保 が 必 要 で あ り 、 安 全 管 理 の 一 環 と
し て 、 蓋 部 に お け る シ ー ル 部 か ら の 漏 え い 監 視 を 常 時 行 い 、 素 早 く 検 知 す る こ と が 望 ま れ
る 。 ま た 、 燃 料 キ ャ ス ク の 密 封 境 界 の 健 全 性 を 確 認 す る た め の 装 置 を 取 付 け る 手 間 の 簡 便
化 が 望 ま れ る 。 具 体 的 に は 、 密 封 境 界 の 健 全 性 確 認 用 と し て 、 一 次 蓋 と 二 次 蓋 と で 形 成 す
る 蓋 間 空 間 の 圧 力 を 監 視 す る た め に 、 こ の 空 間 ま で 二 次 蓋 を 穿 孔 し 、 二 次 蓋 に 圧 力 変 動 の
検 出 装 置 を 引 き 回 し て い た も の を 、 改 善 す る こ と が 望 ま し い 。 そ し て 、 漏 え い 可 能 ル ー ト
の 減 少 に よ る 信 頼 性 の 向 上 を 図 る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 万 一 の 漏 え い 発 生 を 想 定 し 、 空 間 に 放 射 性 物 質 が 流 れ 出 る こ と を 確 実 に 防 止 で き
る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。 さ ら に 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 の 簡 便 な 接 続 構 造 お よ び 経 済 性
の 向 上 も 望 ま れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 加 え て 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 に つ い て 、 放 射 性 物 質 の み な ら ず 、 圧 力 や 温 度 等 の 多
く の 検 出 を 行 い 、 そ の 漏 え い 検 出 の 確 率 を 、 キ ャ ス ク 密 封 境 界 部 を 傷 め る こ と な く 向 上 す
る こ と も 望 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 燃 料 キ ャ ス ク の 保 管 に 際 し て 、 よ り
充 分 な 密 封 確 保 が 図 れ る と と も に 、 蓋 部 に お け る シ ー ル 部 か ら の 漏 え い 監 視 を 素 早 く 検 知
す る こ と が 可 能 な 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 お よ び 同 保 管 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 燃 料 キ ャ ス ク の 密 封 境 界 の 健 全 性 を 確 認 す る た め の 装 置 を 取 付 け る 手
間 の 簡 便 化 が 図 れ る と と も に 、 漏 え い 可 能 ル ー ト の 減 少 に よ る 信 頼 性 の 向 上 が 図 れ 、 万 一
の 漏 え い 発 生 時 に 対 し て も 、 空 間 に 放 射 性 物 質 が 流 れ 出 る こ と を 確 実 に 防 止 で き 、 安 全 性
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を 一 層 向 上 で き る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 お よ び 同 保 管 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 の 簡 便 化 お よ び 経 済 性 向 上 が 図 れ る と と も に 、 サ
ン プ リ ン グ 装 置 に つ い て 、 放 射 性 物 質 の み な ら ず 、 圧 力 や 温 度 等 の 多 く の 検 出 を 行 い 、 そ
の 漏 え い 検 出 の 確 率 を 、 キ ャ ス ク 密 封 境 界 部 を 傷 め る こ と な く 向 上 す る こ と が で き る 燃 料
キ ャ ス ク 保 管 装 置 お よ び 同 保 管 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 周 壁 部 お よ び 底 壁 部 が 一 体 に 構 成 さ れ 、 上 端 部 が 開 口 す る 縦
型 円 筒 状 の キ ャ ス ク 本 体 と 、 こ の キ ャ ス ク 本 体 の 上 端 開 口 部 内 に 装 着 さ れ た 一 次 蓋 お よ び
二 次 蓋 か ら な る 二 重 蓋 と を 有 し 、 内 部 収 納 物 お よ び 充 填 気 体 の 密 封 を 保 証 す る 燃 料 キ ャ ス
ク と 、 こ の 燃 料 キ ャ ス ク を 倒 立 さ せ た 状 態 で 下 方 か ら 垂 直 に 固 定 支 持 す る 貯 蔵 架 台 と を 備
え 、 前 記 貯 蔵 架 台 は 、 保 管 場 所 の 床 上 に 固 定 配 置 さ れ る 基 台 と 、 こ の 基 台 上 に 設 け ら れ 、
下 向 き と な っ た 前 記 キ ャ ス ク 本 体 の 下 端 部 外 周 面 を 嵌 合 保 持 す る 保 持 枠 と を 有 し 、 前 記 燃
料 キ ャ ス ク の 前 記 貯 蔵 架 台 へ の 保 管 状 態 に お い て 、 前 記 基 台 の 上 面 側 と 、 前 記 保 持 枠 の 内
周 面 側 と 、 前 記 燃 料 キ ャ ス ク の 二 次 蓋 下 面 側 と に 面 す る 気 密 空 間 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 に お い て は 、 燃 料 キ ャ ス ク の 蓋 側 を 下 に 向 け た 状 態 で 貯 蔵 架 台 に 装 着 し 、
ト ラ ニ オ ン を 貯 蔵 架 台 の キ ャ ス ク 支 持 部 に 搭 載 し て 固 定 し 、 倒 立 保 持 状 態 と す る こ と が 望
ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 キ ャ ス ク 本 体 の 開 口 部 側 に お け る 周 壁 の 外 周 面 も し く は
外 端 面 と 、 前 記 保 持 枠 の 内 周 面 側 と に 、 前 記 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 時 に 互 い に 接 す る シ ー ル 溶
接 用 突 起 を そ れ ぞ れ 設 け 、 こ れ ら シ ー ル 溶 接 用 突 起 同 士 の 溶 接 部 に よ り 、 前 記 気 密 空 間 の
上 隅 部 を 気 密 シ ー ル し た 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 気 密 空 間 内 の 圧 力 を 、 前 記 燃 料 キ ャ ス ク 内 の 充 填 ガ ス 圧
力 よ り も 低 圧 と し た 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 保 持 枠 を 貫 通 し て 前 記 気 密 空 間 の 内 外 を 連 通 す る サ ン プ
リ ン グ 配 管 を 備 え 、 こ の サ ン プ リ ン グ 配 管 に 、 前 記 気 密 空 間 内 の 圧 力 、 温 度 、 気 体 の 種 類
、 お よ び 放 射 性 物 質 の １ 以 上 を 検 出 す る サ ン プ リ ン グ 装 置 を 接 続 し た 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装
置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 サ ン プ リ ン グ 装 置 は 、 検 出 デ ー タ の 定 期 的 な 取 込 み 機 能
、 ま た は 異 常 検 出 時 に 警 報 を 出 力 す る 機 能 を 備 え た 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 で は 、 周 壁 部 お よ び 底 壁 部 が 一 体 に 構 成 さ れ 、 上 端 部 が 開 口 す る 縦
型 円 筒 状 の キ ャ ス ク 本 体 と 、 こ の キ ャ ス ク 本 体 の 上 端 開 口 部 内 に 装 着 さ れ た 一 次 蓋 お よ び
二 次 蓋 か ら な る 二 重 蓋 と を 有 し 、 内 部 収 納 物 お よ び 充 填 気 体 の 密 封 を 保 証 す る 燃 料 キ ャ ス
ク を 、 保 管 場 所 の 床 上 に 固 定 配 置 さ れ る 基 台 に 倒 立 状 態 で 固 定 保 持 す る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管
方 法 で あ っ て 、 前 記 燃 料 キ ャ ス ク の 下 向 き と な っ た 前 記 二 次 蓋 の 下 面 側 を 囲 む 配 置 で 気 密
空 間 を 形 成 し 、 こ の 気 密 空 間 内 の 圧 力 、 温 度 、 気 体 の 種 類 、 お よ び 放 射 性 物 質 の １ 以 上 を
検 出 し つ つ 、 前 記 燃 料 キ ャ ス ク を 保 管 す る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 方 法 を 提 供
す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 に お い て は 、 シ ー ル 溶 接 部 を 覆 う よ う に 密 閉 カ バ ー を 設 け 、 シ ー ル 部 の 健
全 性 を 確 認 で き る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 ま た 、 密 封 空 間 の 圧 力 お よ び 漏 洩 放 射 性 物 質 検 知 結 果 を 常 時 監 視 す る シ ス テ ム を 具 備 し
、 異 常 が あ っ た 場 合 に 警 報 を 発 す る と と も に 、 デ ー タ を 定 期 的 に 保 存 用 計 算 機 に 取 込 み 異
常 の 診 断 お よ び 予 防 に 役 立 て る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に お い て は 、 ガ ス サ ン プ リ ン グ シ ス テ ム を 、 貯 蔵 架 台 と 別 置 き の ユ ニ ッ
ト と す る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 燃 料 キ ャ ス ク を 倒 立 さ せ た 状 態 で 下 方 か ら 垂 直 に 固 定 支 持 す る 貯 蔵 架
台 を 備 え 、 こ の 貯 蔵 架 台 に よ り キ ャ ス ク の 蓋 部 周 囲 下 方 を 気 密 空 間 に よ っ て 閉 塞 す る よ う
に す る こ と で 、 燃 料 キ ャ ス ク の 保 管 に 際 し 、 よ り 充 分 な 密 封 確 保 が 図 れ る と と も に 、 蓋 部
に お け る シ ー ル 部 か ら の 漏 え い 監 視 を 素 早 く 検 知 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 蓋 部 周 囲 下 方 の 気 密 空 間 に 予 め 健 全 性 を 確 認 す る た め の 装 置 を
取 付 け る こ と が で き る の で 、 従 来 の よ う に 二 次 蓋 を 穿 孔 す る 必 要 が な く 、 燃 料 キ ャ ス ク の
密 封 境 界 の 健 全 性 確 認 装 置 の 取 付 け 手 間 を 簡 便 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 こ の 健 全 性 確 認 装 置 は 複 数 の 気 密 空 間 に 一 括 接 続 で き る 構 造 と な る た め 、 漏 え い
可 能 ル ー ト の 減 少 に よ る 信 頼 性 の 向 上 が 図 れ る と と も に 、 万 一 の 漏 え い 発 生 時 に 対 し て も
、 空 間 に 放 射 性 物 質 が 流 れ 出 る こ と を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き 、 安 全 性 の 一 層 の 向 上 が
図 れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 の 簡 便 化 お よ び 経 済 性 向 上 が 図 れ る と と も
に 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 に つ い て 、 放 射 性 物 質 の み な ら ず 、 圧 力 や 温 度 等 の 多 く の 検 出 を 行
い 、 そ の 漏 え い 検 出 の 確 率 を 、 キ ャ ス ク 密 封 境 界 部 を 傷 め る こ と な く 向 上 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 お よ び 同 方 法 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ ～
図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 燃 料 キ ャ ス ク の 構 成 に つ い て 、 従 来 の も の と 同 一 ま た は
対 応 す る 部 分 に は 、 図 ７ と 同 一 の 符 号 を 使 用 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ は 、 燃 料 キ ャ ス ク を 倒 立 状 態 で 保 管 す る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 の 基 本 構 造 を 示 す 断
面 図 （ 図 ２ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 ） で あ り 、 図 ２ は 同 平 面 図 で あ る 。 図 ３ は 燃 料 キ ャ ス ク を 正
立 状 態 で 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま ず 、 燃 料 キ ャ ス ク に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 燃 料 キ ャ ス ク １ は 、 全 体 的
な 構 成 に お い て は 、 図 ７ に 示 し た 従 来 の 燃 料 キ ャ ス ク １ と 略 同 様 で あ る 。 た だ し 、 後 述 す
る よ う に 、 シ ー ル 溶 接 用 突 起 １ １ が 設 け ら れ て い る 点 が 、 従 来 構 成 と 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 燃 料 キ ャ ス ク １ は 、 縦 型 円 筒 状 の キ ャ ス ク 本 体 ２ の 周 壁 ２ ａ の 外 周
側 に 中 性 子 遮 蔽 体 ３ を 設 け 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ の 上 端 の 開 口 部 ４ を 介 し て 所 定 本 数 の 使 用 済
燃 料 ５ を 収 容 す る 構 成 と な っ て い る 。 使 用 済 燃 料 ５ は 、 図 示 省 略 の バ ス ケ ッ ト に よ り 保 持
さ れ て 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ 内 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 キ ャ ス ク 本 体 ２ の 開 口 部 ４ は 、 段 差 を も っ て 小 径 な 第 １ 段 開 口 部 ４ ａ お よ び 大 径 な 第 ２
段 開 口 部 ４ ｂ と し て 形 成 さ れ 、 各 開 口 部 ４ ａ ， ４ ｂ に そ れ ぞ れ 蓋 ６ （ 小 径 な 一 次 蓋 ６ ａ お
よ び 大 径 な 二 次 蓋 ６ ｂ ） に よ っ て 二 重 に 密 封 シ ー ル さ れ る 。 一 次 蓋 ６ ａ お よ び 二 次 蓋 ６ ｂ
は 、 そ れ ぞ れ キ ャ ス ク 本 体 ２ に 締 結 具 １ ０ に よ っ て 締 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 各 々 の 蓋 ６ ａ ， ６ ｂ に は 、 蓋 用 金 属 シ ー ル ７ ａ ， ７ ｂ が 取 付 け ら れ て お り 、 こ の 蓋 用 金
属 シ ー ル ７ ａ ， ７ ｂ に よ り 、 密 封 確 保 （ 二 重 シ ー ル ） が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。 す な
わ ち 、 内 部 収 納 物 お よ び 充 填 気 体 の 密 封 を 保 証 す る 燃 料 キ ャ ス ク と し て 構 成 さ れ 、 充 分 な
安 全 管 理 が な さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 一 次 蓋 ６ ａ と 二 次 蓋 ６ ｂ と の 間 に は 、 密 閉
さ れ た 蓋 間 空 間 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ の 両 端 部 近 傍 の 外 周 面 部 に
は 、 例 え ば 周 方 向 に 一 定 の 間 隔 を あ け て ４ 個 ず つ の ト ラ ニ オ ン ９ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 本 実 施 形 態 の 燃 料 キ ャ ス ク １ に お い て は 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ の
開 口 部 ３ 側 に お け る 周 壁 ２ ａ の 外 周 面 、 例 え ば 二 次 蓋 ６ ａ の 内 面 高 さ の 近 傍 に 対 応 す る 外
周 面 に 、 保 管 時 に お け る 気 密 空 間 形 成 の た め 、 シ ー ル 溶 接 用 突 起 と し て の リ ッ プ １ １ が 形
成 さ れ て い る 。 こ の シ ー ル 溶 接 用 リ ッ プ １ １ は 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ の 周 壁 ２ ａ の 外 面 に 周 方
向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た リ ン グ 状 の 窪 み １ ２ の 上 端 縁 位 置 か ら 、 下 方 に 向 っ て 周 壁 ２ ａ と 一
体 に 突 設 さ れ た も の で あ り 、 周 方 向 全 体 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 図 １ お よ び 図 ２ に よ っ て 燃 料 キ ャ ス ク １ を 含 め た 保 管 装 置 １ ３ の 構 成 を 説 明 す る
。 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 保 管 装 置 １ ３ は 、 燃 料 キ ャ ス ク １ を 倒 立 さ せ た 状 態 で 下
方 か ら 垂 直 に 固 定 支 持 す る 貯 蔵 架 台 １ ４ を 備 え 、 こ の 貯 蔵 架 台 １ ４ は 、 保 管 場 所 の 床 １ ５
上 に 固 定 配 置 さ れ る 基 台 １ ６ と 、 こ の 基 台 １ ６ 上 に 設 け ら れ 、 下 向 き と な っ た キ ャ ス ク 本
体 ２ の 下 端 部 外 周 面 を 嵌 合 保 持 す る 保 持 枠 １ ７ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 基 台 １ ６ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 例 え ば 矩 形 平 板 状 の も の で あ り 、 そ の 各 角 部 が 固 定 部
１ ８ に よ り 床 １ ５ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 保 持 枠 １ ７ は 、 基 台 １ ６ と 略 同 一 の 輪 郭 （ 角 部 を 除 去 し た 形 状 ） を 有 す る も の で 、 基 台
１ ６ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 保 持 枠 １ ７ の 内 側 面 は 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ の 開 口 端 側 の 外 周
面 と 一 致 す る 円 形 状 と さ れ 、 こ の 内 周 面 部 分 に キ ャ ス ク 本 体 ２ を 嵌 合 保 持 す る こ と が で き
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 保 持 枠 １ ７ の 上 部 に は 、 燃 料 キ ャ ス ク １ の ４ 本 の ト ラ ニ オ ン ９ を 支 持 す る た め の キ ャ ス
ク 支 持 部 １ ９ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の キ ャ ス ク 支 持 部 １ ９ は 、 ト ラ ニ オ ン ９
の 荷 重 を 下 方 か ら 支 持 す る ト ラ ニ オ ン 受 け 部 １ ９ ａ と 、 ト ラ ニ オ ン ９ を 上 側 か ら 押 え る ト
ラ ニ オ ン 押 え １ ９ ｂ と を 有 し 、 確 実 に ト ラ ニ オ ン ９ を 固 定 し 、 想 定 さ れ る 転 倒 荷 重 に 耐 え
て 燃 料 キ ャ ス ク １ 全 体 を 保 持 す る こ と が で き る 構 造 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 こ の キ ャ ス ク 支 持 部 １ ９ に よ り 支 持 さ れ た 燃 料 キ ャ ス ク １ の 保 管 状 態 に お い て
、 基 台 １ ６ の 上 面 側 と 、 保 持 枠 １ ７ の 内 周 面 側 と 、 燃 料 キ ャ ス ク １ の 二 次 蓋 ６ ｂ 下 面 側 と
に 面 す る 気 密 空 間 ２ ０ が 形 成 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 す な わ ち 、 気 密 空 間 ２ ０ に は 貯 蔵 中 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ の 内 部 に 充 填 さ れ て い る 不 活 性 ガ
ス 以 外 の 不 活 性 ガ ス を 充 填 し て お き 、 漏 え い 検 出 に 備 え る よ う に し て い る 。 ま た 、 気 密 空
間 内 ２ ０ の 圧 力 は 、 燃 料 キ ャ ス ク 内 の 充 填 ガ ス 圧 力 よ り も 低 圧 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ （ Ａ ） は 、 気 密 空 間 ２ ０ の 気 密 保 持 の た め に 設 け ら れ る シ ー ル 溶 接 部 の 構 造 部 分 の
一 例 を 示 し て い る 。 図 ４ （ Ｂ ） は 、 図 ４ （ Ａ ） の 円 形 部 分 「 ｂ 」 を さ ら に 拡 大 し て 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ ら の 図 ４ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 保 持 枠 １ ７ の 内 周 面 側 に は 、 燃 料 キ ャ ス ク
保 管 時 に キ ャ ス ク 本 体 ２ の 周 壁 ２ ａ に 設 け た シ ー ル 溶 接 用 リ ッ プ １ １ と 互 い に 接 す る 部 位
に 対 応 し て 、 保 持 枠 側 シ ー ル 溶 接 用 突 起 （ リ ッ プ ） ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ れ

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-291960 A 2005.10.20



ら シ ー ル 溶 接 用 リ ッ プ １ １ ， ２ １ 同 士 が 互 い に 溶 接 さ れ 、 こ れ に よ り シ ー ル 溶 接 部 ２ ２ が
形 成 さ れ て い る 。 こ の シ ー ル 溶 接 部 ２ ２ に よ り 、 気 密 空 間 ２ ０ の 上 隅 部 が 気 密 に シ ー ル さ
れ 、 気 密 空 間 ２ ０ の 密 封 が 確 実 に な さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 こ の シ ー ル 溶 接 部 ２ ２ を 覆 う よ う に 密 閉 カ バ ー ２ ３ を 設 け
、 シ ー ル 部 の 健 全 性 を 確 認 で き る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ （ Ａ ） は 、 気 密 空 間 ２ ０ の 気 密 保 持 の た め に 設 け ら れ る シ ー ル 溶 接 部 の 構 造 部 分 の
他 の 例 を 示 し て い る 。 図 ５ （ Ｂ ） は 、 図 ５ （ Ａ ） の 円 形 部 分 「 ｂ 」 を さ ら に 拡 大 し て 示 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ ら の 図 ５ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す 例 で は 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ の シ ー ル 溶 接 用 リ ッ プ １ １
が 、 周 壁 ２ ａ の 開 口 部 側 の 端 面 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 保 持 枠 １ ７ の 内 周 面 側 に は 、
こ の キ ャ ス ク 本 体 ２ の シ ー ル 溶 接 用 リ ッ プ １ １ と 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 時 に 互 い に 接 す る 部 位
に 対 応 し て 、 保 持 枠 側 シ ー ル 溶 接 用 突 起 （ リ ッ プ ） ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 構
成 に よ っ て 、 シ ー ル 溶 接 用 リ ッ プ １ １ ， ２ １ 同 士 が 互 い に 溶 接 さ れ 、 こ れ に よ り シ ー ル 溶
接 部 ２ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 本 実 施 形 態 で は 、 さ ら に 図 ６ に 示 す よ う に 、 気 密 空 間 ２ ０ に 接 続
さ れ る サ ン プ リ ン グ 装 置 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 保 持 枠 １ ７ を 貫 通 し て 気 密 空
間 の 内 外 を 連 通 す る サ ン プ リ ン グ 配 管 ２ ４ が 設 け ら れ 、 こ の サ ン プ リ ン グ 配 管 ２ ４ に 、 気
密 空 間 内 の 圧 力 、 温 度 、 気 体 の 種 類 、 お よ び 放 射 性 物 質 の １ 以 上 を 検 出 す る サ ン プ リ ン グ
装 置 が 接 続 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 気 密 空 間 ２ ０ に 、 こ れ を 漏 え い 検 出 空 間 と し て 貯 蔵
架 台 １ ４ の 任 意 の 位 置 、 例 え ば 保 持 枠 １ ７ の 円 筒 状 の 胴 部 に 漏 え い 検 知 を 行 う た め の 架 台
側 サ ン プ リ ン グ 配 管 ２ ４ （ ２ ４ ａ ） が 付 設 さ れ 、 着 脱 可 能 な 接 続 バ ル ブ ２ ５ お よ び サ ン プ
リ ン グ 装 置 側 サ ン プ リ ン グ 配 管 ２ ４ （ ２ ４ ｂ ） を 介 し て サ ン プ リ ン グ 装 置 ２ ３ が 接 続 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の サ ン プ リ ン グ 装 置 ２ ３ は 、 漏 え い 検 知 空 間 で あ る 気 密 空 間 ２ ０ 内 の ガ ス を 吸 引 し て
、 漏 え い を 検 出 で き る よ う に 、 真 空 ポ ン プ な ど の 吸 引 装 置 を 備 え て い る 。 そ し て 、 ガ ス 中
に 放 出 さ れ た 放 射 性 物 質 の 検 出 を 行 う こ と が で き る 計 測 器 類 、 圧 力 の 検 出 装 置 、 キ ャ ス ク
本 体 内 部 に 充 填 さ れ て い る ヘ リ ウ ム ガ ス 等 の 不 活 性 ガ ス を 検 出 す る リ ー ク 検 出 器 、 温 度 計
測 器 等 を 搭 載 し て い る 。 そ し て 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ と 二 次 蓋 ６ ｂ と で 形 成 す る 密 封 境 界 か ら
の 放 射 性 物 質 の 漏 え い を 、 多 方 面 か ら 検 出 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 勿 論 、 必
要 に 応 じ 、 計 測 器 類 を 増 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 サ ン プ リ ン グ 装 置 ２ ３ は 、 密 封 を 保 ち な が ら 、 架 台 側 サ ン プ リ ン グ 配 管 ２ ４ ａ に 接 続 で
き れ ば よ い 。 な お 、 固 定 配 管 を 介 し て 常 時 接 続 し て 置 く こ と 、 例 示 の よ う に 着 脱 可 能 と し
て 置 く こ と 、 あ る い は 、 着 脱 可 能 な 接 続 バ ル ブ を 介 し て 常 時 接 続 す る こ と 等 が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 多 数 の 燃 料 キ ャ ス ク １ の 貯 蔵 に 当 た っ て は 、 一 つ の サ ン プ リ ン グ 装 置 ２ ３ に 各 々
の 気 密 空 間 ２ ０ か ら の 配 管 を 順 次 つ な ぎ 代 え て 漏 え い 検 出 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 ２ ３ に は 、 各 々 の 気 密 空 間 ２ ０ に 近 接 す る こ と が で き る よ う に
、 車 輪 を 設 け 、 可 般 式 と す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 さ ら に 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 ２ ３ は 、 検 出 デ ー タ の 定 期 的 な 取 込 み 機 能 、 ま た は 異 常 検 出
時 に 警 報 を 出 力 す る 機 能 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま ず 、 燃 料 キ ャ ス ク １ の 蓋 側 で あ る 上 端 側 を 下 に 向 け た 状 態 で 、 貯 蔵 架 台 １ ４ に 装 着 し
、 ト ラ ニ オ ン ９ を 貯 蔵 架 台 １ ４ の キ ャ ス ク 支 持 部 に 搭 載 し て 固 定 し 、 倒 立 保 持 状 態 と す る
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ と 貯 蔵 架 台 １ ４ と で 形 成 さ れ る 狭 い 隙 間 に 形 成 さ れ た シ ー ル 溶 接
用 リ ッ プ １ １ ， ２ １ の 先 端 を シ ー ル 溶 接 す る こ と に よ り 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ と 二 次 蓋 ６ ｂ と
貯 蔵 架 台 １ ４ と で 漏 え い 検 出 用 の 気 密 空 間 ２ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 気 密 空 間 ２ ０ に 架 台 側 サ ン プ リ ン グ 配 管 ２ ４ ａ と 着 脱 可 能 な 接 続 バ ル ブ ２ ５ お よ び
サ ン プ リ ン グ 装 置 側 サ ン プ リ ン グ 配 管 ２ ４ ｂ を 介 し て サ ン プ リ ン グ 装 置 ２ ３ を 接 続 し 、 こ
の 気 密 空 間 ２ ０ 内 に は 、 キ ャ ス ク 本 体 ２ 内 部 に 充 填 さ れ た 不 活 性 ガ ス 以 外 の 不 活 性 ガ ス を
充 填 す る 。 気 密 空 間 ２ ０ 内 は 、 真 空 も し く は 空 気 と し て お く こ と も 可 能 で あ り 、 い ず れ に
し て も 密 封 を 保 ち な が ら 、 蓋 用 金 属 シ ー ル か ら の 微 量 の 放 射 性 物 質 を 含 む ガ ス の 漏 え い を
検 知 で き る こ と を 条 件 と す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 燃 料 キ ャ ス ク １ を 、 保 管 場 所 の 床 上 に 固 定 配 置 さ れ る
基 台 １ ６ に 固 定 保 持 す る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 方 法 で あ っ て 、 下 向 き と な っ た キ ャ ス ク 本 体 ２
の 二 次 蓋 ６ ｂ の 下 面 側 に 気 密 空 間 ２ ０ を 形 成 し 、 こ の 気 密 空 間 ２ ０ 内 の 圧 力 、 温 度 、 気 体
の 種 類 、 お よ び 放 射 性 物 質 の １ 以 上 を 検 出 し つ つ 、 燃 料 キ ャ ス ク １ を 保 管 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 な お 、 密 封 空 間 ２ ０ の 圧 力 お よ び 漏 洩 放 射 性 物 質 検 知 結 果 を 常 時 監 視 す る シ ス テ ム を 具
備 し 、 異 常 が あ っ た 場 合 に は 、 警 報 を 発 す る と と も に 、 デ ー タ を 定 期 的 に 保 存 用 計 算 機 に
取 込 み 異 常 の 診 断 お よ び 予 防 に 役 立 て る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 ガ ス サ ン プ リ ン グ シ ス テ ム を 、 貯 蔵 架 台 １ ４ と 別 置 き の ユ ニ
ッ ト と す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 漏 え い 検 出 シ ス テ ム を 用 い る こ と に よ り 、 保 管 中 の キ ャ ス ク の キ
ャ ス ク 本 体 ２ と 一 次 蓋 ６ ａ お よ び 二 次 蓋 ６ ｂ に よ り 形 成 さ れ る 密 封 境 界 部 か ら の キ ャ ス ク
保 管 期 間 中 の 放 射 性 物 質 を 含 む 充 填 ガ ス の 漏 え い を 、 確 実 に 検 出 す る こ と が で き る と と も
に 、 放 射 性 物 質 の 漏 え い の 拡 大 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 漏 え い 検 出 方 法 を 用 い れ ば 、 こ れ ま で 密 封 境 界 の 健 全 性 を 確 認 す る た
め に 一 次 蓋 ６ ａ と 二 次 蓋 ６ ｂ と で 形 成 す る 蓋 間 空 間 の 圧 力 を 監 視 す る た め に 、 こ の 空 間 ま
で 二 次 蓋 ６ ｂ を 穿 孔 し 、 二 次 蓋 ６ ｂ に 圧 力 変 動 の 検 出 装 置 を 取 付 け て い た も の を 、 特 別 に
設 置 す る 必 要 が 無 く な り 、 漏 え い 可 能 ル ー ト の 減 少 に よ る 信 頼 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 漏 え い の 可 能 性 の あ る 蓋 部 を 全 て 密 封 空 間 内 に 収 納 す る た め 、 実 際 に 漏 え い が 発
生 し た 際 に 、 そ の ま ま 空 間 に 放 射 性 物 質 が 流 れ 出 る こ と が 無 く 、 安 全 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 ２ ３ を 順 次 つ な ぎ 代 え て 漏 え い 検 出 を 行 う こ と が 可 能 で あ り
、 キ ャ ス ク 各 々 に 圧 力 検 出 装 置 を 設 け る 従 来 の 技 術 に 対 し て 経 済 性 の 向 上 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 さ ら に 加 え て 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 ２ ３ は 、 放 射 性 物 質 の み な ら ず 、 圧 力 や 温 度 等 の 多 く
の 検 出 器 を 設 置 す る こ と が 可 能 で あ り 、 漏 え い 検 出 の 確 率 を 、 キ ャ ス ク 密 封 境 界 部 を 傷 め
る こ と な く 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 を 示 す 縦 断 面 図 （ 図 ２ の Ａ － Ａ
線 断 面 図 ） 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 燃 料 キ ャ ス ク 保 管 装 置 を 構 成 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 燃 料 キ ャ ス ク の 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る サ ン プ リ ン グ の 一 例 を 示 す 模 式 図 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る シ ー ル 溶 接 部 の 構 造 部 分 の 一 例 を 示 す 拡 大
断 面 図 、 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） の 円 形 部 分 「 ｂ 」 の 拡 大 図 。
【 図 ６ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る シ ー ル 溶 接 部 の 構 造 部 分 の 他 の 例 を 示 す 拡
大 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） の 円 形 部 分 「 ｂ 」 の 拡 大 図 。
【 図 ７ 】 従 来 の 燃 料 キ ャ ス ク の 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
１ 　 燃 料 キ ャ ス ク
２ 　 キ ャ ス ク 本 体
２ ａ 　 周 壁
３ 　 中 性 子 遮 蔽 体
４ 　 開 口 部
４ ａ 　 第 １ 段 開 口 部
４ ｂ 　 第 ２ 段 開 口 部
５ 　 使 用 済 燃 料
６ 　 蓋
６ ａ 　 一 次 蓋
６ ｂ 　 二 次 蓋
７ ａ ， ７ ｂ 　 蓋 用 金 属 シ ー ル
９ 　 ト ラ ニ オ ン
１ ０ 　 締 結 具
１ １ 　 シ ー ル 溶 接 用 突 起
１ ２ 　 窪 み
１ ３ 　 保 管 装 置
１ ４ 　 貯 蔵 架 台
１ ５ 　 保 管 場 所 の 床
１ ６ 　 基 台
１ ７ 　 保 持 枠
１ ８ 　 固 定 部
１ ９ 　 キ ャ ス ク 支 持 部
２ ０ 　 気 密 空 間
２ １ 　 保 持 枠 側 シ ー ル 溶 接 用 突 起 （ リ ッ プ ）
２ ２ 　 シ ー ル 溶 接 部
２ ３ 　 サ ン プ リ ン グ 装 置
２ ４ 　 サ ン プ リ ン グ 配 管
２ ４ ｂ 　 架 台 側 サ ン プ リ ン グ 装 置 側 サ ン プ リ ン グ 配 管
２ ４ ｂ 　 サ ン プ リ ン グ 装 置 側 サ ン プ リ ン グ 配 管
２ ５ 　 接 続 バ ル ブ
２ ６ 　 車 輪
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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